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17．昨年度実施した教員採用選考テストの配点等について（参考） 
  ※ 配点等については、年度により変更する場合があります。 

（１）配点 

第１次選考 

校種教科 筆答テストの有無 筆答 面接 合計 

全校種教科 

有 ３００点 ３００点 ６００点 

無 ― ６００点 ６００点 

 

第２次選考 

校種教科 筆答 実技 面接 合計 

幼稚園・小学校共通 
小学校 
特別支援学校(幼稚部・小学部共通、小学部) 

２４０点 
１２０点(音楽) 
 ６０点(体育) 

４５０点 ８７０点 

実 技 な し 校 種 教 科 ４００点 ― ４２０点 ８２０点 

教科「音楽、美術、保健体育、英語」 ２００点 ２００点 ４２０点 ８２０点 

 
※ 1次テストにおいて、社会人経験者特例で筆答テストを受験した人は、筆答テスト30問を20問に減じ、30問の中から

自由に 20問選択できることとしました。このため、筆答テストを減免措置なしで受験した場合の配点は、１問10点、計30

問の 300点満点であったのに対し、社会人経験者特例で受験した場合の配点は、１問15点、計20問の 300点満点でし

た。 

※ ２次テストにおいて、教諭経験者特例の対象者のテスト内容は面接テストのみであったため、面接テストの満点をそ

れぞれの校種教科の合計点とそろえました。 

 

（２）配点割合 

  第１次選考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

第２次選考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

筆答 

24.4% 

筆答 

48.8% 

筆答 

27.6% 

実技 

24.4% 

音楽 

13.8% 

体育 

6.9% 

面接 

51.2% 

面接 

51.2% 

面接 

51.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

音   楽 

美   術 

保健体育 

英   語 

実技なし 

校種教科 

幼･小共通 

小学校 

特(幼・小共通) 

特(小) 

 

筆答 

50% 

面接 

50% 

面接 

100% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

特例なし 

教諭･講師等 

経験者特例 

 

筆答 

50% 

面接 

50% 

面接 

100% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

特例なし 

教諭･講師等 

経験者特例 

 

筆答 

50% 

面接 

50% 

面接 

100% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

特例なし 

教諭･講師等 

経験者特例 

 

筆答 

50% 

面接 

50% 

面接 

100% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

特例なし 

教諭･講師等 

経験者特例 

 

筆答 

50% 

面接 

50% 

面接 

100% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

特例なし 

教諭･講師等 

経験者特例 

 

筆答 

50% 

面接 

50% 

面接 

100% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

筆答有 

筆答無 



13 

 

    
（３）実施結果 

     

校種教科等 

第1次選考 第２次選考 
倍率※ 

受験者数 合格者数 合格者数 

一般 身障者 計 一般 身障者 計 一般 身障者 大学院 計 一般 身障者 大学院 計 

幼稚園・小学校共通 63 
 

63 41 
 

41 31 
  

31 2.2 
  

2.2 

小学校 897 
 

897 631 
 

631 554 
 

3 557 2.0 
 

1.0 2.0 

中学校 723 
 

723 240 
 

240 136 1 1 138 6.5 2.0 1.0 6.5 

 

国語 58 
 

58 39 
 

39 22 
  

22 3.7 
  

3.7 

社会 135 
 

135 37 
 

37 18 
  

18 8.7 
  

8.7 

数学 58 
 

58 31 
 

31 20 
 

1 21 4.5 
 

1.0 4.3 

理科 50 
 

50 36 
 

36 24 1 
 

25 3.0 2.0 
 

3.0 

音楽 40 
 

40 14 
 

14 5 
  

5 9.4 
  

9.4 

美術 30 
 

30 11 
 

11 7 
  

7 4.9 
  

4.9 

保健体育 202 
 

202 27 
 

27 9 
  

9 24.9 
  

24.9 

技術 11 
 

11 7 
 

7 6 
  

6 2.5 
  

2.5 

家庭 22 
 

22 15 
 

15 7 
  

7 3.3 
  

3.3 

英語 117 
 

117 23 
 

23 18 
  

18 7.3 
  

7.3 

高等学校 300 2 302 64 
 

64 28 
  

28 11.2 
  

11.3 

 

国語 38 
 

38 7 
 

7 3 
  

3 13.3 
  

13.3 

社会（地歴・公民） 52 
 

52 9 
 

9 3 
  

3 17.7 
  

17.7 

数学 30 1 31 8 
 

8 3 
  

3 11.0 
  

11.3 

理科（物理・化学） 25 
 

25 4 
 

4 2 
  

2 13.5 
  

13.5 

保健体育 67 
 

67 11 
 

11 3 
  

3 22.7 
  

22.7 

工業（電気） 16 
 

16 5 
 

5 4 
  

4 4.3 
  

4.3 

商業 34 1 35 10 
 

10 4 
  

4 9.0 
  

9.3 

英語 38 
 

38 10 
 

10 6 
  

6 6.5 
  

6.5 

特別支援学校 289 6 295 147 3 150 96 
  

96 3.4 
  

3.4 

 
幼稚部・小学部共通 7 1 8 5 

 
5 4 

  
4 1.8 

  
2.0 

 

小学部 59 3 62 42 3 45 30 
  

30 2.4 
  

2.5 

中学部 技術 4 
 

4 3 
 

3 2 
  

2 2.0 
  

2.0 

中学部・ 

高等部 

共通 

国語 13 
 

13 10 
 

10 5 
  

5 2.8 
  

2.8 

社会 42 1 43 16 
 

16 5 
  

5 9.2 
  

9.4 

数学 7 
 

7 7 
 

7 5 
  

5 1.6 
  

1.6 

理科 3 
 

3 3 
 

3 1 
  

1 3.0 
  

3.0 

音楽 27 
 

27 12 
 

12 7 
  

7 4.1 
  

4.1 

美術 16 
 

16 9 
 

9 6 
  

6 3.0 
  

3.0 

保健体育 91 
 

91 26 
 

26 20 
  

20 5.0 
  

5.0 

家庭 7 
 

7 6 
 

6 4 
  

4 1.8 
  

1.8 

英語 13 1 14 8 
 

8 7 
  

7 2.3 
  

2.4 

養護教諭 175 
 

175 49 
 

49 36 
  

36 5.1 
  

5.1 

栄養教諭 23 
 

23 7 
 

7 3 
  

3 10.3 
  

10.3 

総計 2,470 8 2,478 1,179 3 1,182 884 1 4 889 3.2 10.0 1.0 3.2 
  

※倍率は、２次合格者に対する受験者総数(１次受験者と１次選考免除での２次受験者の計)の比率です。 
               



　面接テスト

項目 選考基準

資質 教員としての適性があるか。

子どもへの教育的愛情があるか。

教育への情熱があるか。

明確な志望動機があるか。

困難に立ち向かう姿勢、粘り強さがあるか。

状況に応じた的確な判断力があるか。

表現力 話の説得力があるか。

物事を的確に表現できているか。

論理的思考ができているか。

教員としての基礎的知識、専門性があるか。

柔軟な発想ができているか。

社会性 協調性があるか。

社交性があるか。

明るさ、素直さがあるか。

その他 場に適した服装、身だしなみや立ち振る舞いができているか。

適切な言葉づかいができているか。

教員としての職務の遂行が可能か。

　　実技テスト

※実技共通項目

項目 選考基準

態度 教員としてふさわしい、誠実な態度であるか。

服装・身だしなみは整っているか。

《幼稚園･小学校共通　音楽》

テスト項目 選考基準

無伴奏による歌唱 曲種に応じた発声により、言葉の特性を生かして歌っているか。

歌詞の内容や曲想を感じとり、曲にふさわしい表現を工夫して歌っているか。

響きのある豊かな歌声で歌っているか。

ピアノ弾き歌い 曲種に応じた発声により、言葉の特性を生かして歌っているか。

歌詞の内容や曲想を感じとり、曲にふさわしい表現を工夫して演奏できているか。

保育において幼児が歌いやすい伴奏ができているか。

響きのある豊かな歌声で歌っているか。

《小学校　音楽》

テスト項目 選考基準

無伴奏による歌唱 曲種に応じた発声により、言葉の特性を生かして歌っているか。

歌詞の内容や曲想を感じとり、曲にふさわしい表現を工夫して歌っているか。

響きのある豊かな歌声で歌っているか。

自由演奏 音楽表現をするための基礎的な技能を身につけ、演奏できているか。

楽器の特徴を生かし、曲にふさわしい音色や奏法を工夫して表現できているか。

曲想を感じとり、曲にふさわしい表現を工夫して演奏できているか。

評価の観点 参考 
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《幼稚園･小学校共通、小学校　体育》

テスト項目 選考基準

水泳 水中からのスタートが力強く、スムーズに泳ぎにつながっているか。

泳ぎのフォーム、バランスがよく、伸びのある大きな泳ぎができているか。

手と足の動きに合わせた余裕のある呼吸ができているか。

《教科　「保健体育」》

テスト項目 選考基準

第１群　体つくり運動 全体の構成がよく、多くの運動を取り入れているか。

生徒への動きの指示が明確で、生徒をひきつけるような大きな声かけができているか。

生徒に体を動かす楽しさを感じさせるような工夫がなされているか。

動作が大きく、リズムにあった正確な動きができているか。

第２群　水泳 水中からのスタートが力強く、スムーズに泳ぎにつながっているか。

泳ぎのフォーム、バランスがよく、伸びのある大きな泳ぎができているか。

手と足の動きに合わせた余裕のある呼吸ができているか。

第３群

バレーボール (パス)　正確に構え、身体全体でボールを操作できているか。

(パス)　ボールコントロールが正確か。

(レシーブ)　すばやく移動し、正確な構えでレシーブができているか。

(レシーブ)　ボールコントロールが正確か。

(スパイク)　スムーズな助走から力強い踏み込みができているか。

(スパイク)　タイミングよくジャンプし、ボールを正しくとらえ力強いスパイクができているか。

サッカー (ボールリフティング)　ボールをコントロールし、身体の部位をバランスよく使えているか。

(ドリブルシュート)　リズムよく、スピード感があるなめらかなドリブルができているか。

(ドリブルシュート)　タイミングよく強いシュートが打てているか。

(１対１)　相手の状況をよく見てドリブルができており、かつシュートを正確に蹴ることができているか。

バスケットボール (個人技能)　個々の技術にスピードがあり、正確かつスムーズに連続して行うことができるか。

(集団技能)　周囲の状況がよく見えており、状況判断が的確か。

(集団技能)　積極的にプレーに参加できているか。

(集団技能)　プレーの内容が正確で、ミスがないか。

ハンドボール (パス)　個々の技術にスピードがあり、正確かつスムーズに連続して行うことができるか。

(シュート)　個々の技術にスピードと高さがあるか。

(シュート)　正確にゴール四隅を狙ったシュートをスムーズにできているか。

(フェイント)　個々の技術にスピードがあり、正確かつスムーズに連続して行うことができるか。

第４群

器械運動(マット運動) 美しくダイナミックな演技ができているか。

演技がスムーズで、安定感があるか。

陸上競技(ハードル走) ハードリングの一連の動作がスムーズで、バランスがよいか。

第１ハードルへのアプローチ、インターバルの走りが、リズミカルであるか。

走りにスピード感があるか。

武道(柔道) ５項目(礼法、前方回転受身、固め技、打ち込み、約束練習)について十分理解しているか。

技を安全に行うことができるか。

技をスムーズかつ正確に行うことができるか。

武道(剣道) 気勢は充実しているか。

適正な姿勢(気、剣、体の一致)のもとで、打突の機会を正確にとらえているか。

リズムよく大きな動作で、有効打となるに十分な打突ができているか。

ダンス(創作ダンス) 与えられたテーマから、自らが表現したイメージをとらえることができているか。

動きに変化をつけて、即興的に表現することができているか。

変化のあるひとまとまりの表現（はじめ-なか-おわり）ができているか。

15



《教科　「音楽」》

テスト項目 選考基準

ピアノ弾き歌い 曲種に応じた発声により、言葉の特性を生かして歌っているか。

歌詞の内容や曲想を感じとり、曲にふさわしい表現を工夫して演奏できているか。

楽譜を正確によみ、指示どおりに正しく演奏することができているか。

授業において生徒が歌いやすい伴奏ができているか。

響きのある豊かな歌声で歌っているか。

自由演奏 音楽表現をするための基礎的な技能を身につけ、演奏できているか。

楽器の特徴を生かし、曲にふさわしい音色や奏法を工夫して表現できているか。

曲想を感じとり、曲にふさわしい表現を工夫して演奏できているか。

《教科　「美術」》　

テスト項目 選考基準

出題された条件を踏まえ、バランス良く全体を構成することができているか。

作品の画面構成に創意工夫が見られるか。

対象物の質感を的確にとらえ、表現できているか。

用具を活用して効果的に彩色し、表現することができているか。

出題された条件を踏まえ、全体を構成することができているか。

作品の構想に創意工夫が見られるか。

出題された意図をとらえ、的確に表現した作品になっているか。

用具を活用し、与えられた材料を有効に使って表現することができているか。

《教科　「英語」》　　

テスト項目 選考基準

Reading (文の区切り)　意味単位を対象にして、内容を理解した上で音読しているか。

(発音・イントネーション)　母音・子音の発音、アクセントの位置、音変化、抑揚、文の強勢、リズム、声
の大きさなどに注意して音読しているか。

Group discussion (表現)　語彙、文法、構文を適切に使っているか、自然で流暢な話し方であるか。

(内容)　トピックに沿った論理的なまとまりがあり、説得力のある内容であるか。

(態度)　相手の考えを尊重し、討論の流れに沿って、積極的に討論に参加しているか。

　　描写

　　立体
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